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大会スケジュール

交通アクセス：地下鉄東西線「西11丁目」駅1番出口より徒歩
約5分/市電「西15丁目」停より徒歩約10分/バス「北1条西
12丁目」停より徒歩約1分

※専用駐車場はございませんので、
近隣の有料駐車場をご利用ください。

所在地：札幌市中央区北1条西13丁目

【大交流会会場】札幌パークホテル

所在地：札幌市中央区南10条西3丁目1番1号

【本大会会場】札幌市教育文化会館

交通アクセス：地下鉄南北線「中島公園」駅3番出口すぐ
（1番出口より徒歩約1分）
※専用駐車場はございませんので、

近隣の有料駐車場をご利用ください。

©2026 Google

©2026 Google

会場案内

https://maps.app.goo.gl/u5NJnyeFHnb426LEA
https://maps.app.goo.gl/x2eq5Q5C7BftJXSC9


基調講演・トークセッション
10/3(土) 15：50 – 17:20 / 札幌市教育文化会館 大ホール

基調講演
講師：田根 剛 (たね つよし)

テーマ：『Archaeology of the Future―未来の記憶』

建築家。1979年東京生まれ。ATTA - Atelier Tsuyoshi Tane Architectsを設立、フラン
ス・パリを拠点に活動。場所の記憶から建築をつくる「Archaeology of the Future」をコンセ
プトに、現在ヨーロッパと日本を中心に世界各地で多数のプロジェクトが進行中。主な作品に『エ
ストニア国立博物館』『弘前れんが倉庫美術館』『アルサーニ・コレクション財団・美術館』『ヴィト
ラ・ガーデンハウス』『帝国ホテル 東京・新本館』（2036年完成予定）など多数。主な受賞に、フラ
ンス芸術文化勲章シュヴァリエ、フランス国外建築賞グランプリ、第67回芸術選奨文部科学大臣
新人賞など多数受賞 。著書に『TSUYOSHI TANE Archaeology of the Future』vol. I 、
II（TOTO出版）など。www.at-ta.fr

トークセッション

©Yoshiaki Tsutsui

大会プログラム

TONKAN札幌とは？

TONKAN札幌は、建築土木系学生が
自ら設計・施工・運営を担う交流拠点と
して設立された道内7大学からなる学生

主体の任意団体です。

テーマ：RE:BORN〜場所の記憶から未来を描く、次世代建築士の羅針盤～

対象：会員（無料）・一般（1,０００円）・学生（無料）

建物の更新期を迎え、歴史と未来が交差する札幌。
まちと建築士が「RE:BORN」するための羅針盤とは何か。
田根剛氏の視点とTONKAN札幌の学生の切実な問いが交差します。
世代を超えたコミュニティで、新たな未来を描き出す対話の場です。

01 ナレッジコンテンツ
KNOWLEDGE CONTENTS

BIM推進特別委員会セミナー① 10/3(土) 10：30 – 11：50/教育文化会館研修室301

建設業界では現在BIMに取り組む企業が増えてきており、確認申請のBIM図面審査も始まりました。生成AIが進
展していく中、将来的にはより効率的な働き方を模索する動きが出てきています。道内の設計事務所では現在どこ
までの技術が利用されているのか、また将来的な展望について語っていただき、建築士や今後建築士となる学生に

対して明るい未来を示していただきます。

定員100名

BIM推進特別委員会セミナー② 10/3(土) 12：30 – 13：50/教育文化会館研修室301

BIM教育・人材育成の観点から、学生・若手建築士へのBIM普及に向けた取り組みを紹介します。

定員100名

本ワークショップでは、各地域で取り組む活動やこれから実現したいこと、建築士として地域にできる新たなアクショ
ンを持ち寄り、参加者同士で率直に語り合う機会とします。異なる地域や立場の視点に触れ、自身の活動を見つめ直
しながら新たな発想や実践のヒントを得るとともに、志を共有し地域を越えて連携しながら次の一歩につなげる時間

とします。

テーマ：地域を越えて築く未来 ～多様な地域課題と可能性を共有し、次の一歩につなげるワークショップ～

青年委員会 ワークショップ 10/3(土) 10:30 – 12：30/教育文化会館研修室305定員80名

創エネ工作体験 ～太陽エネルギーを学ぼう！～ 10/3(土) 10:30 – 11：50/教育文化会館研修室302

簡単な工作キット製作を通して、太陽光発電を体験出来るセミナーです。
子どものみ参加の場合も建築士会会員がサポートします！

定員40名(40キット)

ぶらり札幌温故知新 ～ブラHABUKA 大通り西編～ 10/3(土) 12:30 – 13：50/教育文化会館研修室302定員40名

大通り西エリアの歴史的建築物や街並みを歩きながら学ぶ、体験型セミナーです。
札幌市立大学名誉教授である羽深久夫氏が今と昔を解説しながら巡る
建物探訪ツアーです。

対象：会員・学生（無料）

対象：会員・一般（無料）・学生（無料）

対象：会員・一般（無料）・学生（無料）

対象：会員（1,000円）・一般（3,000円）

対象：会員・一般（無料）・学生（無料）

※申込みの定員を超過した場合は抽選とさせていただきます

※申込みの定員を超過した場合は抽選とさせていただきます

定員1,050名



02 エキシビションブース
EXHIBITION BOOTH

女性委員会

テーマ：
あなたが動けなければ、
街は生まれ変われない

災害発生時、建築士は「建物の安全性を判断
し、復旧を支える」重要な社会的使命を負い
ます。しかし、支援者としての意識は高くても、

自分自身の「被災直後の備え（0次防災）」が
疎かになっているケースは少なくありません。
「あなたが動けなければ、街は生まれ変われ

ない」本企画ではその言葉を出発点に、日常
的に携帯できる機能的でスマートな防災ポー
チを自ら作成するワークショップを提供します。

先着150個限定。（事前申込不要・随時受付）

災害対応委員会

テーマ：
応急危険度判定
ミニ机上訓練

応急危険度判定の机上訓練を実施
します。

企業出展ブース

建材・設備・設計支援
ツールなど、各社の最新
情報を展示。

担当者と直接対話できます。

展示ブース

本部委員会活動パネル、
ポスターコンペ作品、
円山動物園コンペ作品模型など

多彩な展示を予定しています。

10/3(土) 11：00 – 16：00/札幌市教育文化会館 大ホールホワイエ

TONKAN札幌

建築・土木業界を志す学生たちが
集い、情報交換や学びを深めるた

めのコミュニティスペース

「TONKAN札幌」が参加！

大会プログラム

0３ エクスカーション
EXCURSION

10/4(日) 9：30 – 13:00
集合場所：赤れんがテラス地下1階（チ・カ・ホ）

A 都心部 RE:BORN コース
DOWNTOWN RE:BORN COURSE 定員 30 名 集合時間 ９：４５

札幌駅前からすすきのまで、歴史を伝える隠れスポットや最近の
再開発を、街歩き研究家の和田哲さんとともに見て歩きます。
予定訪問場所：駅前通り、アカプラ、北海道庁旧本庁舎（外観）、
北菓楼、札幌教会、狸小路、モユク札幌、ココノススキノ ほか
対象：会員（無料）・一般（1,000円）・学生（無料）

B 設計事務所 RE:BORN コース
DESIGN OFFICE RE:BORN COURSE 定員 25 名 集合時間 ９：３０

近年リニューアルした設計事務所やアトリエの外観・内部を見学する
バスツアーです。
予定訪問場所：日建設計、遠藤建築アトリエ、中山眞琴アーキテクツ、
ヒココニシアーキテクチュア
対象：会員・学生（無料） 限定

C ヘリテージ RE:BORN コース
HERITAGE RE:BORN COURSE 定員 30 名 集合時間 ９：１５

都心部から徒歩圏の保存修復された文化財を、専門家の説明で
見て歩きます。
予定訪問場所：北海道庁旧本庁舎（内部）、清華亭、北海道ワイン
教育研究センター棟（旧昆虫学教室）、同ワインセラー棟（旧昆虫
標本室）、北大農学部第２農場
対象：会員（無料）・ヘリマネ講座生（500円）・学生（無料） 限定

全道大会開催地さっぽろの、都心再生を象徴する最新の建物や、街に残る歴史、文化財建造物の保存活用
などを巡り学べる見学会です。さっぽろの魅力を体験し、建築士としての知見を深める機会として是非ご参加
ください。

フリー入場

※申込みの定員を超過した場合は抽選とさせていただきます
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